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教科の学びを深め、教科の学びの本質に迫る

学びにつながるＩＣＴの活用を！

令和４年度全国学力・学習状況調査の本県抽出データ集計結果が各学校に送付されました。

文部科学省は、GIGAスクール構想の実現に向けて、各教科の授業において、教科の学びを深

め、教科の学びの本質に迫るため、１人１台端末が生きる場面がたくさんあることを示していま

すが、今回の調査問題では、そこで示された授業場面が設定された問題が、中学校国語（図１）、

小学校算数（図２）でそれぞれ出題されました。

これらの場面からは、教科の学びにつながるICT活用のどんなよさが見えてくるでしょうか。

図１のように学習過程を記録し、具体的な記述を取り上げて助言し合うことができれば、コメン

トに書かれた内容を踏まえ，自分の考えがよりよく伝わる文章になるよう適切に修正することが

できるでしょう。教師が、生徒一人一人の学習の状況を時系列で確認することも容易になります。

また、図２のように、思考のプロセスを可視化でき、児童が試行錯誤しながらじっくりと思考を

深めることができれば、図形の構成の仕方について考察できるようになるでしょう。

子供たちと一緒に質の高い学びを実現すべく、調査問題を活用してみませんか。

全国学力・学習状況調査問題を授業に活用してみませんか

（図１） 中学校国語

（図２） 小学校算数

全国学力・学習状況調査の活用の仕方として、児童生徒の確かな学力の定着を図る

ため、「解答類型」による誤答分析（どこでつまずいているのか）等、集計結果を参

考にして補充指導等を実施するだけでなく、調査問題を日々の学習指導の改善・充実

に役立てる視点から見直すことをおすすめします。

例えば、調査問題における授業場面や、教師と児童生徒の発言内容に着目すること

で、指導改善のポイントや、児童生徒の学習改善・学習意欲の向上などに役立つヒン

トを得ることができます。
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